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沖
縄
の
近
代
の
生
活
で
最
初
に
報

道
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
登
場
し
た
の
は
、

新
聞
で
し
た
。
明
治
時
代
、
琉
球
王

朝
を
築
い
た
王
族
、
尚
家
の
資
本
で

新
聞
社
が
設
立
さ
れ
た
の
が
そ
の
始

ま
り
。
そ
の
後
、
時
代
は
大
正
、
昭

和
へ
と
移
り
変
わ
り
、
太
平
洋
戦
争

の
影
響
が
沖
縄
に
も
及
び
始
め
た
時

期
に
、
N
H
K
沖
縄
放
送
局
の
前
身

で
あ
る
日
本
放
送
協
会
沖
縄
放
送
局

が
ラ
ジ
オ
放
送
を
開
始
。
と
こ
ろ
が

戦
争
に
よ
り
ラ
ジ
オ
も
新
聞
も
発
信

手
段
を
断
た
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
戦
後
、
世
の
中
が
ま
だ
混
乱
状
態

に
あ
る
中
で
、
い
ち
早
く
報
道
を
始

め
た
の
も
や
は
り
新
聞
で
し
た
。
米

軍
政
府
お
よ
び
沖
縄
民
政
府
の
機
関

紙
と
し
て
発
行
さ
れ
て
い
た
う
る
ま

新
報
が
琉
球
新
報
に
改
名
し
発
刊
、

そ
の
３
年
後
に
沖
縄
タ
イ
ム
ス
が
創

刊
。
同
時
期
に
は
米
軍
の
指
令
の
も

と
、
ラ
ジ
オ
の
試
験
放
送
も
ス
タ
ー

ト
。
そ
こ
か
ら
５
年
ほ
ど
で
民
間
の

ラ
ジ
オ
放
送
も
始
ま
り
ま
し
た
。
そ

し
て
、
そ
の
後
時
代
の
中
心
的
メ

デ
ィ
ア
と
な
る
テ
レ
ビ
局
が
開
局
し

た
の
は
1
9
5
9
年
。
こ
こ
か
ら
マ

ス
コ
ミ
は
ニ
ュ
ー
ス
だ
け
で
な
く
、

娯
楽
番
組
も
多
く
放
送
す
る
よ
う
に

な
り
、
そ
の
存
在
価
値
も
大
き
く
変

わ
り
ま
し
た
。

当初、沖縄では日本本土から空
輸された番組フィルムを放送し
ていたが、1964年にマイクロ
回線(無線回線）が開通すると、
沖縄でも日本本土のテレビ放
送が直接視聴可能に。開通の
折には当時の大田政作琉球政
府行政主席が東京で行われた
開通式典のテレビ放映を見な
がら電話で会話。1960年代は
街角のテレビの前にはいつも
大きな人だかりができていた。

那覇市安里に社屋があった時代の
沖縄タイムス社（沖縄タイムス社70
年史より）

1954年頃の琉球放送首里スタジオ
（琉球放送50年史より）

テレビ放送の
回線開通は
大ニュース！

  戦後の情報源は新聞!
読者は発行を
待ちわびていた

明治時代は
新聞激戦期

夢の
カラーテレビ放送

時代はデジタル！ネットでも確かな情報を発信

1893（明治26）年に尚家資本の新聞
社設立を皮切りに、寄留商人系資本、
地元民間系資本と、15年ほどの間
に新聞社の創設が相次ぎ報道競争が
勃発。1940（昭和15）年の１県１紙
の方針により、当時３社あった新聞
社が統合され沖縄新報となった。

東京や大阪でテレビ放送がカラー
になったのは1960（昭和35）年だが、
沖縄で実現したのは復帰の1972
（昭和47）年。5月15日の放送開始
と同時にモノクロからカラーへ移
行。ただ、回線の関係でモノクロ
とカラーが交互に放送されていた。

インターネットとスマホの普及でマスコミは総デジタル時代を迎えた。新聞はデジタ
ル版、ラジオはインターネットラジオ、テレビは無料動画配信サービスで、既存の機
器がなくても視聴できる利便性を図っている。ニュースの信頼性が問われる時代、マ
スコミのしっかりした取材に基づく確かな報道の重要性はより高まっている。

復帰式典では
カラー放送で
東京から中継！

沖
縄
マ
ス
コ
ミ
年
表

沖
縄
マ
ス
コ
ミ
年
表

産業の歴史をひもとく年代記

県民の暮らしに密接に関わる

さまざまな産業はどう始まった？

その変遷と展望を紹介します。

新
聞
、ラ
ジ
オ
、テ
レ
ビ
は

報
道
か
ら
始
ま
り
娯
楽
へ
と

ラジオ

新聞

テレビ

当時の報道は
新聞がメイン！

復帰前に普及
親子ラジオ
終戦後の物不足の時代、ラジオ受信
機は高価で入手が困難。そこで米軍
の援助資金で各自治体にラジオ有線
放送の共同聴取施設「親子ラジオ」が
設置された。自治体のお知らせのほ
か、民謡や歌謡曲で編成した自主番
組が放送され人気を博した。

本部町で録音された
幻のラジオ音源を
再現したCDも

明
治

尚
家
資
本
に
よ
る
新
聞
社
設
立

1
8
９
３
年

昭
和

１
県
１
紙
の
方
針
に
よ
り
県
内
３
つ
の

新
聞
社
が
沖
縄
新
報
へ
統
合
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縄
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７
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縄
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カ
ラ
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ク
ロ
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カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
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送
開
始
）

1
9
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2
年

極
東
放
送
解
散
、新
た
に
エ
フ
エ
ム
沖
縄
開
局

1
9
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4
年

琉
球
朝
日
放
送（
Q
A
B
）開
局

1
9
9
5
年

平
成

テ
レ
ビ「
ワ
ン
セ
グ
放
送
」開
始
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0
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年

琉
球
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、沖
縄
タ
イ
ム
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夕
刊
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ス
マ
ホ・パ
ソ
コ
ン
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聴
け
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ラ
ジ
オ
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全
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移
行
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13 2
開通式典での大田政作行政主席（沖縄テレビ放送50年史より）

1969年頃のOHK放送センター内スタジオ収録
（NHK沖縄放送局史より）

電気屋の店先でテレビに見入る人々
（那覇市歴史博物館提供）

1945年に発行されたウルマ新報
（沖縄県公文書館より）

沖縄テレビ開局日の新聞
（1959年11月1日/琉球新報）

監修・山内昌斗（専修大学経営学部教授）

テレビ・ラジオ・新聞 パソコン・スマートフォン

それぞれの
専用機器が必要

パソコンやスマホがあれ
ば視聴可能に

昔 今

（琉球王国交流史・近代沖縄史料デジタ
ルアーカイブ「近代沖縄と新聞」より）

（おんがく村より資料提供）（国立公文書館「コラム 沖縄の日本
本土復帰とメディア報道」より）

7 6美 ら 島 沖 縄 2024.5 美 ら 島 沖 縄 2024.5

さまざまなイベント情報はこちら

かんごちゃん

5月12日は
看護の日

 

５月12日～18日は「看護週間」です
看護の心をみんなの心にさまざまなイベント情報はこちら
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5月12日は
看護の日

 

５月12日～18日は「看護週間」です
看護の心をみんなの心に


